
　
　
　

十
九
世
紀
の
朝
鮮
半
島
版
角
筆
文
献

　
　
　
　
　
　
　

 

│
│
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
漢
文
読
と
角
筆
の
返
読
線
│
│

 

柚　

木　

靖　

史　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
韓
国
の
露
店
で
見
出
し
た
、
朝
鮮
半
島
版
角
筆
文
献
（
注
１
）を
精
査
し

た
結
果
、
十
九
世
紀
の
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
、
角
筆
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
返
読

線
が
重
要
な
働
き
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
報
告
す
る
。
韓
国
か
ら
は
、
近
年
、
多
数
の
角
筆
文
献
が
発
見
さ
れ
、
そ

の
研
究
成
果
も
報
告
さ
れ
つ
つ
あ
る
（
注
２
）。
し
か
し
な
が
ら
、
朝
鮮
半
島
の
角
筆
文

献
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
未
解
決
の
部
分
が
多
い
。
特
に
、
十
九
世
紀
頃
に
印
刷
、

出
版
さ
れ
た
文
献
に
は
、
多
量
の
角
筆
文
献
が
存
す
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
発

見
と
そ
れ
ら
の
資
料
に
基
づ
い
た
研
究
が
急
が
れ
る
。
十
九
世
紀
の
角
筆
文
献

が
、
多
量
に
発
見
さ
れ
れ
ば
、
朝
鮮
語
の
歴
史
的
研
究
、
地
域
別
の
研
究
を
は

じ
め
、
多
方
面
の
研
究
に
と
っ
て
、
貴
重
な
資
料
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

さ
て
、
今
回
、
報
告
す
る
角
筆
文
献
か
ら
は
、
詳
密
な
、
角
筆
に
よ
る
漢
文

の
返
読
線
の
書
き
入
れ
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
返
読
線
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、

朝
鮮
半
島
に
お
け
る
当
時
の
漢
文
の
読
み
方
が
、
ほ
ぼ
完
全
に
復
元
で
き
る
。

角
筆
は
、
十
九
世
紀
の
、
朝
鮮
半
島
の
漢
文
読
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
た
。

　

本
稿
で
は
、
本
資
料
の
角
筆
の
解
読
結
果
を
も
と
に
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る

漢
文
の
読
み
方
と
、日
本
に
お
け
る
漢
文
の
読
み
方
と
を
比
較
し
て
も
み
た
い
。

一　

架
蔵
朝
鮮
版
角
筆
文
献
「
孟
子
」
の
紹
介

一 

・ 

一　

発
見
の
経
緯

　

二
〇
〇
三
年
九
月
二
十
日
（
土
曜
日
）、
日
本
語
教
育
実
習
生
を
引
率
し
、

ソ
ウ
ル
の
街
を
案
内
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
路
上
で
古
書
を
山
積
み
に
し
て
販
売

し
て
い
る
店
を
見
つ
け
た
。
文
献
の
装
丁
か
ら
し
て
、
売
ら
れ
て
い
る
文
献
の

多
く
は
、
十
九
世
紀
頃
の
板
本
で
あ
る
と
知
れ
た
。
角
筆
調
査
で
学
生
を
待
た

せ
る
わ
け
に
も
行
か
ず
、
ま
た
あ
い
に
く
悪
天
候
で
角
筆
調
査
に
適
さ
な
い
天

候
で
も
あ
っ
た
た
め
、
角
筆
の
書
き
入
れ
の
有
無
を
確
認
で
き
な
い
ま
ま
、
と

り
あ
え
ず
、
古
書
を
一
冊
だ
け
購
入
す
る
こ
と
に
し
た
。
多
量
の
古
書
の
中
か

ら
選
ん
だ
の
は
、「
孟
子
」
で
あ
っ
た
。
す
で
に
、
淑
明
女
子
大
學
校
図
書
館

で
「
孟
子
」
か
ら
角
筆
の
書
き
入
れ
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
（
注
３
）、
ま
た
、

朝
鮮
半
島
と
儒
教
と
の
関
わ
り
の
深
さ
を
考
え
る
と
、
角
筆
が
書
き
入
れ
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
最
も
期
待
で
き
る
本
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

帰
国
後
、
角
筆
ス
コ
ー
プ
で
「
孟
子
」
の
紙
面
を
照
ら
し
て
み
る
と
、
予
想

通
り
、
角
筆
の
書
き
入
れ
が
認
め
ら
れ
た
。
最
初
の
頁
か
ら
最
後
の
頁
ま
で
、

実
に
詳
密
に
角
筆
の
線
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
線
の
他
に
も
、

口
訣
文
字
（
注
４
）が
、
角
筆
に
よ
っ
て
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
口
訣
文
字
は
、
墨
書
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き
も
さ
れ
て
い
た
が
、
角
筆
に
よ
る
口
訣
文
字
も
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
角

筆
に
よ
る
口
訣
文
字
は
、
墨
書
の
口
訣
文
字
の
書
き
入
れ
に
添
う
よ
う
に
書
き

入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
角
筆
単
独
で
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

　

角
筆
の
線
は
浅
く
か
つ
細
い
線
で
あ
っ
た
た
め
、
非
常
に
読
み
に
く
く
、
は

じ
め
の
う
ち
は
角
筆
の
解
読
を
躊
躇
し
た
が
、
解
読
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
と

考
え
、
一
頁
ず
つ
丁
寧
に
角
筆
を
読
み
進
め
て
い
っ
た
。
全
頁
の
調
査
に
は
、

か
な
り
の
日
数
を
要
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
こ
の
本
に
は
最
初
の
頁
か
ら
最
後

の
頁
ま
で
、
実
に
厳
密
に
角
筆
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

尚
、
本
書
は
、「
孟
子
」
の
本
文
と
、
そ
の
注
解
と
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
角

筆
の
解
読
を
進
め
た
の
は
本
文
の
み
で
あ
る
。
注
解
の
部
分
に
も
、
角
筆
の
書

き
入
れ
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

一 

・ 

二　

書
肆
的
事
項

　

架
蔵
の
朝
鮮
半
島
版
角
筆
文
献
の
書
誌
的
事
項
を
示
す
。

（
外
題
・
直
・
墨
書
）
孟
子
大
全 　

一
冊

（
内
題
）
孟
子
集
註
大
全

（
刊
記
）
な
し　
（
時
代
）
十
九
世
紀
初
頭
（
注
５
）

（
装
丁
）
袋
綴
装

（
寸
法
）
縦
３
３ 

・ 

０
糎
×
横
２
３ 

・ 

０
糎

（
行
数
）
10
行　
（
字
数
）
22
字

（
書
き
入
れ
の
有
無
） 

墨
書
に
よ
る
口
訣
文
字
の
書
き
入
れ
あ
り
。
他
に
角
筆

の
書
き
入
れ
（
符
号
、
線
、
口
訣
文
字
）
あ
り
。
角
筆

が
墨
書
き
よ
り
先
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
表
紙
色
）
茶

　

ま
た
、
表
紙
見
返
し
に
は
、
次
の
よ
う
に
墨
書
き
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
書
き
入
れ
か
ら
は
、
本
書
が
印
刷
さ
れ
た
、
正
確
な
年
代
、
場
所
、
墨
書

や
角
筆
を
書
き
入
れ
た
人
物
は
特
定
で
き
な
い
。

（
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）　　
　
　
（
後
表
紙
見
返
・
墨
書
）

　
　

告
子
杞
柳
篇　
　
　
　
　
　
　
　

雪
淡
風
軽
止　

千
之
得
心　
　
　
　
　

　
　

春
定
事
保
隠
□
□　
　
　
　
　
　

植
柳
遍
教
心　

傳
人
而
識　
　
　
　
　

　
　

一
夜
相
逢
□
□
□　
　
　
　
　
　

閑
心
和
収
得
倫　

一
月
癸
卯　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

之
年

　
　

章
数　

公
孫
廿
三
勝
十
五　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雪
淡
風
軽　
　

　
　

蛻
婁
六
一
告
三
六　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雪
淡

　
　

正
月
初
七
日　

癸　
　
　
　
　
　

校
監
（
別
筆
に
て
「
校
監
」
と
重
書
）

　
　

紅
裳
□

　
　

半
生
□
謂
不
合

　
　

　
　
「
二
十
月
五
日
開
学

　
　

元
年
初
」

　
　
　
　
　

 

（ 「　

」
の
部
分
は
、別
筆
墨
書
。
□
は
、虫
損
や
印
刷
の
擦
れ
で
、

文
字
が
判
読
で
き
な
い
箇
所
。）
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二　

架
蔵
朝
鮮
半
島
版
「
孟
子
」
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
角
筆

二 
・ 
一　

角
筆
に
よ
る
返
読
線

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
に
は
、
角
筆
に
よ
り
、
線
や
符
号
、
さ
ら
に

は
文
字
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
文
字
は
、
漢
文
の
読
み
方
を

示
す
、
口
訣
文
字
で
あ
る
。
口
訣
文
字
は
、
角
筆
の
ほ
か
に
墨
で
も
書
き
入
れ

ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
、
特
に
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
角
筆
で
書
か
れ
た
線
や
符
号
で
あ
る
。

解
読
を
進
め
た
当
初
、
こ
の
角
筆
線
が
、
何
を
示
す
も
の
な
の
か
、
分
か
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
、解
読
を
進
め
る
に
つ
れ
、そ
の
線
が
、漢
文
を
読
む
た
め
の
、

返
読
線
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
漢
字
の
真
ん
中
に
書
き
入
れ
ら
れ
た

「

」
の
よ
う
な
鉤
状
の
符
号
と
組
み
合
わ
せ
て
読
ん
で
い
く
と
、
本
文
を
ど

の
よ
う
な
順
序
で
読
ん
で
い
っ
た
か
が
復
元
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

・

（
１
丁
表
４
行
目
）

（
符
号
の
解
説
）   「
曰
」の
右
下
に
下
に
続
く
こ
と
を
示
す
二
重
線
あ
り
。「
性
」

の
右
下
の
口
訣
文
字
は
、
主
格
を
表
す
。「
柳
」
の
中
央
に

あ
る
鉤
状
の
符
号
は
、
上
に
返
る
起
点
を
表
す
。「
柳
」
か

ら
「
猶
」
ま
で
上
に
返
読
線
が
伸
び
る
。「
也
」
の
下
に
区

切
り
符
号
あ
り
。「
義
」
の
右
下
に
、
主
格
を
表
す
口
訣
文

字
。「
棬
」
の
中
央
に
上
に
返
る
起
点
を
表
す
鉤
状
の
符
号
。

そ
こ
か
ら
「
猶
」
に
返
読
線
が
延
び
る
。「
性
」
の
中
央
に

起
点
を
表
す
符
合
、
そ
こ
か
ら
上
の
「
以
」
に
返
読
線
が
延

び
る
。「
義
」の
中
央
に
起
点
を
表
す
符
合
。
そ
こ
か
ら「
為
」

ま
で
返
読
線
。「
義
」
の
右
下
に
、
主
格
を
表
す
口
訣
文
字
。

「
柳
」
の
中
央
に
起
点
を
表
す
符
合
。
そ
こ
か
ら
上
の
「
以
」

ま
で
返
読
線
が
延
び
る
。「
棬
」
の
中
央
部
に
起
点
を
表
す

符
合
。そ
こ
か
ら
上
の「
為
」ま
で
返
読
線
が
延
び
、そ
の「
為
」

に
は
中
央
に
鉤
状
の
符
合
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
上
の
「
猶
」

ま
で
、
さ
ら
に
返
読
線
が
延
び
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、

次
の
よ
う
な
順
番
で
読
む
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
後
に
掲

げ
る
日
本
語
の
読
み
を
み
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
日
本
の
漢

文
の
読
む
順
序
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、後
に
も
述
べ
る
が
、

「
猶
」
は
再
読
さ
れ
て
い
な
い
。

（
朝
鮮
語
と
し
て
読
む
漢
字
の
順
番
）
告
子
曰
性
紀
柳
猶
也
義
桮
棬
猶

也
人
性
以
仁
義
為
杞
柳
以
桮
棬
為
猶

（
日
本
読
み
） 

告
子
曰
（
ハ
ク
）、
性
（
ハ
）
猶な
ほ

紀
柳（
ノ
ゴ
ト
シ
）〔
猶
〕也（
不

読
）。
義
（
ハ
）
猶な
ほ

桮
棬
（
ノ
ゴ
ト
シ
）〔
猶
〕
也
（
不
読
）。
人

（
ノ
）
性
（
ヲ
）
以
（
テ
）
仁
義
（
ト
）
為
（
ス
ハ
）
猶な
ほ

杞
柳
（
ヲ
）

以
（
テ
）
桮
棬
（
ト
）
為
（
ス
ガ
ゴ
ト
シ
）〔
猶
〕

　

な
お
、
角
筆
に
よ
る
返
読
線
は
、
返
読
の
起
点
と
な
る
漢
字
の
左
下
、
も
し

く
は
右
下
か
ら
始
ま
り
、
着
点
と
な
る
漢
字
の
左
下
、
も
し
く
は
右
下
ま
で
、

途
中
と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
引
か
れ
て
い
る
。
返
読
線
を
本
文
の
右
に
書
く
か
左

に
書
く
か
と
い
う
こ
と
は
、
定
ま
っ
て
い
な
い
。
本
文
の
中
央
を
通
っ
て
、
右

か
ら
左
へ
、
左
か
ら
右
へ
移
る
場
合
も
あ
る
。
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・
 

（
告
子
上　

11
丁
裏
６
行
目
）

　

・

（
告
子
上　

28
丁
裏
４
行
目
）

二 

・ 

二　

角
筆
に
よ
る
返
読
以
外
の
線

　

本
書
に
は
、
返
読
線
の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う
な
書
入
れ
が
み
ら
れ
る
。

①
下
に
そ
の
ま
ま
続
け
て
読
む
こ
と
を
示
す
線

　

こ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
漢
字
の
右
下
に
二
本
線
で
示
す
。

　

・

 

（
告
子
上　

10
丁
表
４
行
目
）

②
合
符
（
熟
語
で
あ
る
こ
と
を
示
す
）

　

熟
語
の
上
の
漢
字
と
下
の
漢
字
の
間
の
、
中
央
、
左
寄
り
、
右
寄
り
と
あ
り
、

位
置
が
一
定
し
な
い
。
ま
た
、
熟
語
の
左
ま
た
は
右
に
、
横
に
線
で
括
弧
を
つ

け
る
場
合
も
あ
る
。

　

・

 

（
告
子
上　

35
丁
表
10
行
目
）

③
固
有
名
詞
を
示
す
長
方
形
状
の
線

　

こ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
、
熟
語
の
中
央
を
縦
長
に
貫
い
て
書
か
れ
る
。

　

・

 

（
告
子
下　

25
丁
裏
３
行
目
）

④
連
体
格
を
示
す
符
号

　
「

」
形
の
符
号
が
、
当
該
漢
字
の
中
心
に
書
か
れ
る
。

　

・

 

（
告
子
上　

19
丁
表
４
行
目
）

⑤
主
格
を
示
す
符
号

　
「

」
形
の
符
号
が
、
当
該
漢
字
の
中
心
に
書
か
れ
る
。

　

・ 

 

（
告
子
上　

13
丁
表
６
行
目
）
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二 
・ 
三　

角
筆
に
よ
る
口
訣
文
字

　

口
訣
文
字
は
、
墨
書
き
の
ほ
か
に
角
筆
で
も
書
か
れ
て
い
る
。
口
訣
文
字
の

字
種
は
、
墨
の
方
が
多
い
。
墨
書
の
口
訣
文
字
と
角
筆
の
口
訣
文
字
と
が
一
致

す
る
場
合
も
あ
る
が
、墨
の
口
訣
文
字
だ
け
で
角
筆
の
口
訣
文
字
の
無
い
箇
所
、

逆
に
角
筆
の
口
訣
文
字
だ
け
で
墨
の
口
訣
文
字
の
無
い
箇
所
、
墨
の
口
訣
文
字

と
角
筆
の
口
訣
文
字
が
と
も
に
存
す
る
も
の
の
文
字
が
異
な
る
箇
所
も
あ
る
。

角
筆
で
は
、「

」（
主
格
）と「
」（
文
末
）と
い
う
口
訣
文
字
が
多
用
さ
れ
る
。

〔
角
筆
で
書
か
れ
た
口
訣
文
字
の
主
な
例
〕

 

三　

日
本
に
お
け
る
漢
文
訓
読
と
の
比
較

三 

・ 

一　

返
読
符
号
の
形
状
の
違
い

　

日
本
の
漢
文
訓
読
の
返
読
は
、
一
二
点
、
レ
点
、
上
中
下
点
等
の
返
り
点
に

よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
朝
鮮
半
島
版
角
筆
文
献
の
返
読
は
、
線

や
起
点
を
表
す
鉤
状
の
符
号
、
加
え
て
口
訣
文
字
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
日
本

の
訓
点
資
料
に
お
い
て
、
朝
鮮
半
島
版
角
筆
文
献
の
よ
う
に
、
返
線
で
返
読
を

記
し
た
資
料
を
、
い
ま
だ
私
は
知
ら
な
い
。

三 

・ 

二　

返
読
符
号
の
筆
記
方
法
の
違
い

　

日
本
に
お
け
る
江
戸
時
代
の
板
本
で
は
、訓
点
附
刻
本
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

返
読
符
号
が
印
刷
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
写
本
で
は
、
返
読
符
号
が
墨
書
き
さ

れ
る
。
ま
れ
に
、
角
筆
で
、
返
読
符
号
が
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
角
筆
は
、

印
刷
上
の
擦
れ
に
よ
っ
て
、
返
読
符
号
が
不
鮮
明
な
場
合
や
、
印
刷
に
よ
る
返

読
符
号
の
位
置
を
改
め
る
場
合
な
ど
に
使
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
朝
鮮
半
島
の
版
本
に
お
け
る
返
読
は
、
主
と
し
て
角
筆
で

書
き
入
れ
ら
れ
る
。
漢
文
に
返
読
法
を
示
す
口
訣
文
字
が
墨
書
き
さ
れ
た
文
献

は
存
す
る
も
の
の
、
印
刷
さ
れ
た
本
文
に
、
墨
で
黒
々
と
返
読
線
を
書
き
入
れ

た
文
献
を
、
筆
者
は
い
ま
だ
に
韓
国
で
の
調
査
の
折
に
、
見
た
こ
と
が
な
い
。

三 

・
三　

返
読
方
法
の
違
い

① 　

朝
鮮
半
島
版
「
孟
子
」
と
、
日
本
版
「
孟
子
」
の
読
み
方
を
、
返
読
の
仕

方
と
い
う
点
か
ら
比
較
す
る
と
、
漢
字
の
読
み
順
が
一
致
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
な
お
、
現
代
の
朝
鮮
語
と
日
本
語
の
文
を
比
べ
て
み
て
も
、
文
の

文
法
的
構
造
は
同
じ
な
の
で
、
十
九
世
紀
に
お
い
て
、
漢
文
の
読
み
順
が
一

致
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

② 　

日
本
で
再
読
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
「
猶
」「
将
」「
未
」
は
、
朝
鮮
半
島
版

角
筆
文
献
で
は
再
読
さ
れ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
の
字
も
、
副
詞
で
は
な
く
助

動
詞
相
当
の
語
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る
。

「
猶
」

　

・

　
（
告
子
上　

２
丁
表
８
行
目
）

　

・

　
（
告
子
上　

２
丁
裏
５
行
目
）
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・

　
（
告
子
上　

２
丁
裏
10
行
目
）

　

・

　
（
告
子
上　

４
丁
裏
８
行
目
）

「
将
」

　

・
将
至
思
援
弓
繳
而
射
之　
（
告
子
上　

26
丁
裏
10
行
目
）

　　

・

　
（
告
子
下　

８
丁
表
３
行
目
）

　

・

　
（
告
子
下　

８
丁
表
３
行
目
）

　

・

　
（
告
子
下　

８
丁
表
９
行
目
）

「
未
」

　

・

　
（
告
子
上　

26
丁
表
９
行
目
）

　

・

　
（
告
子
下　

11
丁
表
２
行
目
）

　

・

（
告
子
下　

24
丁
表
６
行
目
）

　

・

　
（
告
子
下　

24
丁
表
10
行
目
）

③　
「
所
謂
」「
所
以
」
は
、
返
読
せ
ず
、
熟
語
と
し
て
読
む
。

　
「
所
謂
」「
所
以
」
は
、
日
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
い
わ
ゆ
る
」「
ゆ
え
ん
」
と
、

二
字
を
合
わ
せ
て
読
む
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
、こ
れ
ら
は
、「
謂
ふ
所
」「
以
っ

て
〜
す
る
と
こ
ろ
」
の
よ
う
に
、
二
字
を
分
け
て
、
下
か
ら
返
っ
て
読
む
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
版
に
お
い
て
も
、
日
本
と
同
じ
よ
う
に
、「
所
謂
」

「
所
以
」
を
、
二
字
合
わ
せ
て
読
ん
で
い
る
。

「
所
謂
」

　

・

　
（
告
子
上　

11
丁
裏
７
行
目
）

　

・

 

（
告
子
下　

19
丁
裏
３
行
目
）

「
所
以
」

　

・

　
（
告
子
上　

21
丁
表
８
行
目
）

　

・

　
（
告
子
上　

35
丁
裏
９
行
目
）

　

・
 

（
告
子
上　

40
丁
裏
８
行
目
）

　

・

　
（
告
子
上　

40
丁
裏
９
行
目
）

④　
「
以
爲
」
は
、日
本
と
同
様
、熟
語
の
場
合
と
、返
読
す
る
場
合
と
が
あ
る
。
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日
本
に
お
い
て
、「
以
爲
」
は
、「
お
も
へ
ら
く
」
と
、
二
字
を
合
わ
せ
て
読

む
場
合
と
、「
以
っ
て
〜
と
為
」
と
二
字
を
分
け
て
読
む
場
合
と
が
あ
る
。
朝

鮮
半
島
版
で
も
、
二
字
を
合
わ
せ
て
読
む
例
と
、
二
字
を
分
け
て
読
む
例
と
が

存
す
る
。

﹇
二
字
合
わ
せ
て
読
む
例
﹈

　

・ 

 

（
告
子
下　

18
丁
裏
５
行
目
）

﹇
二
字
を
分
け
て
読
む
例
﹈

　

・

　
（
告
子
上　

11
丁
裏
６
行
目
）

④　
「
奚
爲
」
は
、朝
鮮
半
島
版
角
筆
文
献
で
は
、「
奚
〜
爲
」
と
、下
か
ら
返
っ

て
読
む
。

　
「
奚
爲
」
は
、
日
本
で
は
二
字
を
合
わ
せ
て
、「
ナ
ン
ス
レ
ゾ
〜
」
と
読
む
こ

と
も
あ
る
が
、
朝
鮮
半
島
版
で
は
、「
奚
〜
爲
」
の
よ
う
に
下
か
ら
返
っ
て
、

二
字
を
分
け
て
読
む
。

　

・

　
（
告
子
下　

23
丁
表
４
行
目
）

お
わ
り
に

　

今
回
は
、
韓
国
で
見
出
し
た
、
朝
鮮
半
島
版
角
筆
文
献
「
孟
子
」
に
つ
い
て
、

角
筆
の
解
読
作
業
結
果
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
朝
鮮
半
島
で
十
九
世

紀
に
印
刷
さ
れ
た
版
本
に
は
、
一
見
、
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
、
角

筆
に
よ
っ
て
重
要
な
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
そ
の
観
点
か
ら
の
、
再

調
査
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
回
取
り
上
げ
た
文
献
で
は
、
角
筆
の
線
や
符
号
に
よ
り
、
十
九
世
紀
の
漢

籍
の
返
読
の
仕
方
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
角
筆
文

献
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
朝
鮮
語
の
歴
史
的
研
究
の
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
朝

鮮
半
島
に
お
い
て
、
現
存
す
る
十
九
世
紀
頃
の
版
本
の
多
さ
を
考
え
る
と
、
今

後
、
角
筆
文
献
が
次
々
に
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
。

　

朝
鮮
半
島
に
お
け
る
十
九
世
紀
の
漢
文
読
に
は
、
角
筆
が
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
。
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
漢
文
読
は
、
墨
に
よ
っ
て
書
き
入
れ
ら
れ

た
口
訣
文
字
だ
け
で
は
な
く
、
角
筆
に
よ
る
返
読
線
や
鉤
状
の
符
合
、
下
に
続

く
こ
と
を
示
す
二
重
線
、
さ
ら
に
は
口
訣
文
字
な
ど
が
重
要
な
働
き
を
示
し
て

い
た
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
、
今
回
見
出
し
た
、
一
文
献
の
み
か
ら
の
考
察
で
あ
る
。

今
後
、
同
じ
よ
う
な
角
筆
文
献
を
見
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
朝
鮮

半
島
で
は
、
か
つ
て
、
漢
文
は
音
読
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
今
回
見

出
さ
れ
た
文
献
も
示
す
よ
う
に
、
朝
鮮
語
風
に
漢
文
を
読
む
こ
と
も
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
中
国
風
の
音
読
が
中
心
で
あ
れ
ば
、
墨
の
文
字
で
黒
々
と
、

読
み
順
を
示
す
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
、色
を
つ
け
ず
、

目
立
た
な
い
角
筆
は
、
読
み
を
記
録
す
る
の
に
便
利
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
も

し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
今
後
、
同
じ
よ
う
な
角
筆
文
献
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性

は
高
い
。
こ
の
よ
う
な
角
筆
文
献
が
多
く
発
見
さ
れ
れ
ば
、
朝
鮮
語
の
歴
史
的

研
究
に
大
い
に
資
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

十
一
世
紀
朝
鮮
半
島
版
の
角
筆
文
献
に
つ
い
て
、
小
林
芳
規
博
士
は
、
角
筆
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の
返
読
符
に
つ
い
て
、「
返
讀
す
る
箇
所
に
常
に
施
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

必
要
に
応
じ
て
施
さ
れ
て
い
る
（
注
６
）」
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
今
回
取
り

上
げ
た
角
筆
文
献
は
、
全
頁
に
亘
っ
て
、
詳
細
に
返
読
線
が
書
か
れ
て
お
り
、

鉤
状
の
符
号
や
そ
の
他
の
線
や
符
号
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
ど
う
い
う
順

番
で
漢
字
を
読
ん
で
い
っ
た
か
を
復
元
で
き
る
。
返
読
線
の
形
状
も
、
途
中
で

線
が
途
切
れ
な
い
点
な
ど
、
十
一
世
紀
の
角
筆
文
献
と
は
、
異
な
る
と
こ
ろ
も

多
い
。
こ
れ
ら
の
違
い
が
、
時
代
差
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
今
後
、
明
ら
か
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

漢
籍
に
つ
い
て
い
え
ば
、
朝
鮮
半
島
の
版
本
に
は
、
墨
の
書
入
れ
が
日
本
に

比
べ
て
少
な
い
。
漢
籍
は
か
つ
て
、
中
国
風
に
音
読
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
墨
の

書
き
入
れ
も
少
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
人
も
多
い
。
し
か
し
、
角
筆
と
い
う
視

点
を
そ
こ
に
加
え
て
い
く
と
、
朝
鮮
半
島
の
版
本
は
、
一
転
、
重
要
な
言
語
上

の
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
貴
重
な
資
料
群
と
な
る
。
今
後
、
筆
者
も
、
機
会

を
見
つ
け
、
韓
国
に
お
け
る
角
筆
調
査
を
重
ね
、
本
書
で
紹
介
し
た
よ
う
な
角

筆
の
書
き
入
れ
の
あ
る
、
第
二
、
第
三
の
角
筆
文
献
の
発
見
に
努
め
た
い
。

（
注
１
） 　

こ
こ
で
、
朝
鮮
半
島
版
角
筆
文
献
と
い
う
用
語
を
使
っ
た
の
は
、
朝

鮮
半
島
に
お
い
て
、
十
九
世
紀
は
激
動
の
時
代
で
あ
り
、
十
九
世
紀
末

に
は
、
李
氏
朝
鮮
か
ら
大
韓
民
国
に
変
わ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で

は
、
特
定
の
国
名
を
避
け
、
朝
鮮
半
島
版
と
し
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ

る
「
孟
子
」
が
、
正
確
に
い
つ
、
ど
こ
で
印
刷
さ
れ
た
か
は
、
刊
記
や

墨
書
き
か
ら
は
、
判
明
し
な
い
。

（
注
２
） 　

韓
国
に
お
け
る
角
筆
文
献
の
発
見
、
研
究
に
つ
い
て
は
、
小
林
芳
規

博
士
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
論
文
は
、「
韓
国
遺
存
の
角
筆
文

献
調
査
報
告
」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』第
一
〇
七
輯
、二
〇
〇
一
年
）、

「
韓
国
に
お
け
る
角
筆
文
献
の
発
見
と
そ
の
意
義
―
日
本
古
訓
点
と
の

関
係
―
」（『
朝
鮮
学
報
』
第
百
八
十
二
輯
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
、
多

数
の
論
文
が
あ
り
、
著
書
で
は
、『
角
筆
文
献
研
究
導
論　

上
巻　

東

ア
ジ
ア
篇
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
韓
国

で
も
口
訣
学
会
所
属
の
研
究
者
を
中
心
に
、
角
筆
研
究
が
鋭
意
続
け
ら

れ
て
い
る
。

（
注
３
） 　

筆
者
が
韓
国
で
見
出
し
た
角
筆
文
献
に
つ
い
て
は
、「
淑
明
女
子
大

学
校
図
書
館
蔵
の
韓
国
十
九
世
紀
の
角
筆
文
献
―
発
見
の
意
義
と
今
後

の
課
題
―
」（『
小
林
芳
規
博
士
喜
寿
記
念　

国
語
学
論
集
』　

汲
古
書

院　

平
成
十
八
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
注
４
） 　

口
訣
と
は
、
漢
文
を
朝
鮮
語
で
読
む
た
め
の
補
助
符
号
で
、
漢
文
の

傍
ら
に
付
さ
れ
る
。
漢
字
の
部
首
な
ど
か
ら
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
。

（
注
５
） 　

当
該
文
献
の
印
刷
年
代
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
版
本
に

詳
し
い
複
数
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
十
九
世
紀
初
頭
に
、

朝
鮮
半
島
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
に
間
違
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

私
も
、
韓
国
各
所
の
大
学
で
、
刊
記
の
あ
る
版
本
を
多
く
見
て
き
た
が
、

そ
れ
ら
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
本
書
が
十
九
世
紀
初
頭
に
印
刷
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

（
注
６
）　 

小
林
芳
規
著
『
角
筆
文
献
研
究
導
論　

上
巻　

東
ア
ジ
ア
篇
』（
汲

古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）「
第
二
章　

朝
鮮
半
島
の
角
筆
文
献
一
四

一
頁
〜
一
四
六
頁
」
を
参
照
の
こ
と
。

 

（
ゆ
の
き
・
や
す
し
）
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